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政策２-１ 健康に暮らせるまちづくり 

施策２-１-１ 保健予防の推進 

（１）健康づくりの推進 

○保健福祉センター利用状況 

区 分 保健 子育て 障害 高齢 一般 市機関 合計 

利用件数(件) 564 1,010 515 10 47 33 2,179 

利用者数(人) 9,667 27,400 10,996 268 1,548 1,297 51,176 

○上記以外（各種相談）利用者数（人） 

母性相談 栄養相談 健康相談 

子育て 

支援総合 

センター 

障害者 

生活支援 

センター 

地域包括

支援総合 

センター 

ことばの 

教室 
合計 

2,143 11 251 1,336 35 0 3,420 7,196 

○健康教育 

・実施状況 

区 分 婦人会 老人クラブ 町内会 企業・サークル その他 合計 

実施回数(回) 10 22 10 48 52 142 

受講者数(人) 136 661 223 1,207 2,191 4,418 

・健康づくり講座 

健康づくり教室       実施回数  ２１回   参加者数   ２５８人 

からだスッキリ講座     実施回数  ２０回   参加者数   ６２６人 

・糖尿病予防講座        実施回数  １２回   参加者数   １３２人 

・リラクゼーション事業     実施回数 １３４回   利用者数 ２，００５人 

・企業や団体が自ら健康づくりに取り組むスマートライフプロジェクトを推進した。 

  登録社数     ２７社 

・帯広市特定検診の結果、糖尿病が重症化するリスクの高い人に訪問や保健指導を行った。 

  実施者数    １０７人 

○健康相談 

・実施回数  面接  ９４回  利用者数  面接 ２４５人 

      電話 ２２３回        電話 ８３２人 

○自殺対策事業 

・多分野合同研修会       実施回数   ２回   参加者数    ８０人 

・自殺の地域分析を実施し、分析結果を公表した。 

・ゲートキーパー研修会     実施回数   ２回   参加者数    ８２人 

  ※うち１回（５０人）は、多分野合同研修会に併せて実施 

○がん検診・健康診査 

・子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券事業におけるクーポン対象年齢の見直し 

（子宮頸がん：２０歳のみ 乳がん：４０歳のみ を対象） 

・平成２１～２４年度の子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン対象者のうち未受診者への勧奨 
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・実施状況 

区            分 検診日数 受診者数 

胃 が ん 検 診  集 団 93日 4,967人 

子 宮 が ん 検 診  
集 団 15日 1,051人 

施 設 12ヵ月 3,800人 

乳 が ん 検 診 
集 団 16日 1,174人 

施 設 12ヵ月 1,460人 

前 立 腺 が ん 検 診  
集 団 89日 1,986人 

施 設 12ヵ月 1,136人 

肺 が ん 検 診 集 団 93日 5,935人 

大 腸 が ん 検 診 
集 団 109日 5,616人 

施 設 12ヵ月 5,640人 

健 康 診 査 
集 団 92日 27人 

施 設 12ヵ月 168人 

肝 炎 検 査  
集 団 92日 697人 

施 設 12ヵ月 1,704人 

市 民 健 康 診 査  
集 団 92日 155人 

施 設 12ヵ月 79人 

骨 粗 し ょ う 症 検 診 施 設 12ヵ月 152人 

・市民健診・健康診査保健指導（初回支援実施分） 

積極的支援              利用者数        １人 

動機付け支援             利用者数        １人 

・子宮頸がんワクチン予防接種実施状況 

子宮頸がん予防ワクチン        接種者数        ３人 

   ・小規模事業所及び生活保護受給者に対し、がん検診等の周知啓発を実施した。 

○訪問保健指導 

・訪問指導実施状況 

区分 
健康診査の 

要指導者等 

閉じこもり 

予   防 
介護家族者 寝たきり者 認知症老人 その他 合 計 

実訪問者数(人) 37 0 1 0 0 13 51 

延訪問者数(人) 39 0 1 0 0 31 71  

○健康都市おびひろの魅力発信 

 ・全国健康都市めぐりの開催 

   第２回全国健康都市めぐりにおいて、十勝に特化した事業を実施 

   開催日  平成２６年８月２３日 

   会場   とかちプラザ 

   十勝地域・帯広市の産業・産品等伝統価値を巡る展示コーナーの開設 

 ・スマートライフプロジェクトの推進 

国で実施しているＳｍａｒｔ Ｌｉｆｅ Ｐｒｏｊｅｃｔに取り組む企業や団体の登録を

推進するもの。Ｓｍａｒｔ Ｌｉｆｅ Ｐｒｏｊｅｃｔとは、「健康寿命をのばしましょう。」

をスローガンに運動、食生活、禁煙の３分野について具体的なアクションの呼びかけを行い

市内企業・団体の登録を進めること。「第二期けんこう帯広２１」における目標は平成３４

年までに５０企業・団体としている。 

〔実施結果〕 
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  平成２６年度までの総登録数  ２７企業・団体 

健康機器貸出 

歩数計     １６企業・団体  １３１個 

血圧計     １３企業・団体   １３個 

血糖値測定   １０企業・団体  １０７人 

出前健康講座、健康づくり教室（企業） 

       出前健康講座      ２１社  ８０４人 

       健康づくり教室（企業）  ２社   １７人 

      帯広市の健康づくりＰＲ映像の制作と情報発信 

       平成２６年度３月に完成  

企業、団体への出前講座や、健康づくり事業などで啓発に活用 

   ・健康づくり連携プロジェクト 

     多様な民間事業者の進める健康づくり連携プロジェクトとの協議及び情報収集 

     先進的に取り組んでいる自治体との交流 

     庁内関係部署や企業等との連携、参画 

○身体障害者体力向上事業 

・実施回数  ２５２回  実参加者数  １１４人  延参加者数  ６，３２４人 

○公衆浴場活性化推進事業 

・浴場経営の安定化と、公衆衛生の維持増進に寄与することを目的とし、補助の拡充を行った。 

家族・地域の絆を育むふれあい銭湯事業補助金  １４件 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）感染症対策の推進 

○予防接種 

・平成２６年１０月より、水痘ワクチン、成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を実施 

  水痘ワクチン接種      対象者  １・２歳児（平成２６年度は１～４歳） 

接種者数 ２，１９３人 

  成人用肺炎球菌ワクチン接種 対象者  ６５歳以上（５歳の年齢刻み） 

６０歳以上６５歳未満の特定疾患のある人 

接種者数 ４，１０２人 

・実施状況 

区分 
ジフテリア・ 

百日咳・破傷

風・ポリオ 

ジフテリア・ 

百日咳・ 

破傷風 

ジフテリア・ 

破傷風 

急性灰 

白髄炎 

(ポリオ) 

麻しん・ 

風しん 

混合 

麻しん 

単独 

風しん 

単独 

接種者数 

(人) 
5,222 381 1,117 

不活化： 

884 
2,638 0 0 

  ○結核予防 

・検診実施状況 

区 分 ＢＣＧ接種 間接撮影 

受診者数（人） 1,321 6,155 

○感染症予防 

・インフルエンザ予防接種実施状況 

インフルエンザ対策として、受験生への補助及び６５歳以上の高齢者への一部費用助成を
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行った。 

中学校３年生・高校３年生        接種者数    １，３４５人 

高齢者（６５歳以上）         接種者数   ２０，０３２人 

・細菌性髄膜炎予防接種実施状況 

ヒブワクチン             接種者数    ５，２４４人 

小児用肺炎球菌ワクチン        接種者数    ５，３３７人 

・エキノコックス症検査実施状況 

区  分 一 般 児童･生徒 

血清検査受診者数(人) 45 1 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

施策２-１-２ 医療体制の充実 

（１） 地域医療体制の充実 

○看護師等養成機関確保対策 

・看護師養成機関への補助  ３件 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）救急医療体制の充実  

○休日、夜間における急病診療体制 

・一次救急 

区    分 内          容 
患者数（人） 

市民 市民以外 合 計 

休日夜間急病セン

ター 
夜間 午後 9:00～翌午前 8:00 5,033 2,063 7,096 

在宅当番医制 夜間 午後 7:00～ 午後 9:00 4,185 1,609 5,794 

在宅当番医制及び

休日夜間急病セン

ター 

休日 

日曜 
午前 9:00～ 午後 5:00 7,632 4,302 11,934 

休日歯科在宅診療 
休日 

日曜 
午前 9:00～ 午後 4:00 360 307 667 

合                    計 17,210 8,281 25,491 

・二次救急 

区   分 厚生病院 協会病院 第一病院 合 計 

待機日数（日） 208 114 114 436 

患者数 （人） 1,774 601 476 2,851 

※患者数は市民のみ 

・二次救急協力医療機関 

区   分 開西病院 協立病院 北斗病院 合 計 

待機日数（日） 24 24 169 217 

患者数 （人） 34 25 484 543 

※患者数は市民のみ 
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・休日、夜間における一次救急医療機関の案内 

急病テレホンセンター案内状況 

音声テープ案内（件） 職員対応（件） 合計（件） 

4,547 3,951 8,498 

※職員対応の件数は市民のみ 

・二次救急医療に係る体制整備として、３病院及び協力病院との連携を図った。 

○休日夜間急病センター管理運営事業 

・夜間急病センターを移転改築し、平成２６年４月 1日より内科小児科の休日の診療体制を在

宅当番医制からセンター化した診療体制に変更した。 

所 在 地 柏林台西町２丁目１番地 

敷 地 面 積 3,962.60㎡ 

延 床 面 積 690.42㎡ 

構 造 RC造平屋建 

施設の概要 
病床２床（18.45㎡）、診察室・処置室等（112.49㎡）、 

受付・事務室（35.23㎡）、薬局（11.01㎡）、待合・ホール（111.49㎡） 

   ・診療科目   内科・小児科 

   ・診察時間   夜間（午後９時～翌日午前８時）、休日（午前９時～午後５時） 

   ・職員（定数） 医師３人、看護師６人、事務員３人 

   ・開設者    帯広市 

   ・運営主体   公益財団法人帯広市夜間急病対策協会 

  ○帯広厚生病院運営費補助事業 

・公的病院への特別交付税措置を活用し、不採算医療部門の収支不足額（上限３億円）を、帯

広市７０％、管内１８町村３０％の負担割合で補助した。新たな補助制度創設に伴い、救命救

急センター運営費補助を廃止した。 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

政策２-２ やすらぎのあるまちづくり 

施策２-２-１ 地域福祉の推進 

（１）地域福祉活動の充実 

○地域福祉活動支援 

・地域福祉事業の中心的役割を担う社会福祉協議会を支援し、地域福祉活動の推進を図った。 

・地域での交流活動の支援などにより、支え合う地域福祉活動を促進した。 

地域交流サロン参加者数    ２１，０４４人 

○民生委員・児童委員活動 

・民生委員・児童委員活動を支援し、地域における相談活動の充実を図った。 

○成年後見制度利用支援事業 

・本人に代わり契約や財産管理を行う成年後見制度の利用を支援したほか、北海道との共催に

より市民後見人養成講座を開催するなど、高齢者等の権利擁護を図った。 

・帯広市成年後見支援センター、通称「みまもーる」を開設した。 

○グリーンプラザ管理運営 

・福祉団体等の活動拠点であるグリーンプラザを管理運営し、地域福祉活動の促進を図った。 
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グリーンプラザ利用状況 

区 分 高齢者 障害者 地域福祉 一般 公的 合計 

利用件数（件） 4,563  58  4,979  63  395  10,058  

利用人数（人） 101,701  613  38,441  1,161  11,625  153,541  

○地域福祉推進事業 

・専門職員を配置し、高齢者等の権利擁護に関する講演会の開催、先進地視察、関係機関・団

体によるネットワーク会議の運営などを通して、ともに支え合う地域福祉の環境づくりを推進

した。 

・きづきネットワーク事業 

  困難ケース対応件数         １７８件（延べ件数３６０件） 

【保健福祉部 社会課・高齢者福祉課】 

 

（２）ボランティア活動の促進 

○ボランティア育成 

・ボランティアの養成や活動を支援し、活動の促進を図った。 

ボランティアセンター登録者数     ３，９２５人 

【保健福祉部 社会課】 

 

（３）保健・福祉・医療の連携推進 

○健康生活支援審議会 

・健康生活支援審議会の運営を通して、地域福祉計画に基づき、保健・福祉・医療に関する施

策を総合的に推進した。 

【保健福祉部 社会課】 

 

（４）社会福祉活動の充実 

○臨時福祉給付金給付事業 

 ・消費税率の引上げに際し、低所得の住民に与える負担の影響に鑑み、低所得の住民に対する

適切な配慮を行うため、暫定的・臨時的な措置として一人あたり１万円を支給した。 

（一部の要件に該当した場合は５千円の加算あり） 

   支給者数    ３０，２３７人 

   加算対象者   １７，２２６人 

【保健福祉部 社会課】 

 

施策２-２-２ 高齢者福祉の推進 

（１）高齢者の生きがいづくり  

○高齢者おでかけサポートバス事業 

 ・対象者数（平成２７年３月末現在）   ３４，４４２人 

 ・交付者数（平成２７年３月末現在）   １９，１１１人 

○老人クラブ等活動支援 

・老人クラブ育成       対象クラブ数 １６１団体    ８，４４０人 

・老人専用バスの貸出     利用回数     ９１回    ２，１５３人 

・高齢者スポーツ大会の開催  参加人数    ６１８人 
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○敬老祝金支給 

・支給人数          ７７歳   １，６８８人 

８８歳     ６１３人 

１００歳      ３３人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

（２）介護予防の推進 

○介護予防事業 

・介護予防二次予防事業 

「運動機能の向上」プログラム 参加実人数 ８９１人 

「栄養改善」プログラム    参加実人数   ４人 

「口腔機能の向上」プログラム 参加実人数 １１８人 

・二次予防事業の対象者把握事業 

二次予防事業の対象者数        ５，３３３人 

・介護予防普及啓発事業 

口腔機能の向上に関する講座  実施回数   ５６回  参加延人数 ８１１人 

栄養改善に関する講座     実施回数    ９回  参加延人数  ９７人 

ひろびろ元気教室       実施回数  １１２回  参加実人数 １３７人 

・介護予防活動支援事業 

いきいき温泉事業       実施回数  １３６回  参加実人数 １５９人 

【保健福祉部 高齢者福祉課・介護保険課】 

 

（３）在宅サービスの充実 

○高齢者在宅サービス支援 

・ねたきり高齢者等寝具類クリーニングサービス 

利用実回数 １５９件  利用実人数 １０８人 

・ねたきり高齢者等理美容サービス 利用実回数 ４４９件  利用実人数 １１５人 

・移送サービス          利用実回数   １件  利用実人数   １人 

・高齢者在宅生活援助サービス   利用実回数 ３４３件  利用実人数  ７７人 

○地域介護・福祉空間整備事業 

・地域密着型サービス整備 

小規模特別養護老人ホーム          ２ヵ所 

  小規模多機能型居宅介護事業所        ２ヵ所 

  認知症高齢者グループホーム                 ２ヵ所 

・市町村提案事業整備 

  共生型福祉施設                             １ヵ所 

・スプリンクラー整備 

  小規模多機能型居宅介護施設                 １ヵ所 

○高齢者在宅生活支援事業 

・家族介護者リフレッシュ事業 

実施回数  ８回（日帰り温泉：４回 食事会等：４回） 参加実人数  ９２人 
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○家族介護用品支給事業 

・利用実人数          １７４人 

○地域包括支援総合センター運営 

・地域包括支援センター愛仁園にサテライト開設 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

（４）施設サービスの充実 

○老人福祉施設整備補助事業 

・建設費・増改築費償還補助   １４事業 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

○介護老人保健施設整備補助事業 

・建設費・設備費償還補助     １事業 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（５）地域で支える仕組みづくり 

○高齢者相談支援 

・ひとり暮らし登録者数   ２，２８５人 

・寝たきり・認知症登録者数   １４６人 

○ひとり暮らし高齢者緊急通報システム事業 

・設置台数           ７８１台（固定型６２３台、モバイル型１５８台） 

○高齢者在宅生活支援（ひとり暮らし高齢者訪問活動事業） 

・利用実人数          ９６２人 

○高齢者虐待防止ネットワーク事業 

・虐待通報件数            ２７件（うち虐待の認定件数 １４件） 

・帯広市高齢者虐待防止研修会開催   出席者   １０７人 

○高齢者総合相談事業 

・総合相談窓口を設置し、高齢者や家族に対する総合的な支援を行った。 

総合相談窓口、保健福祉センター相談窓口受理件数             ３２，５９９件 

○高齢者保健福祉計画推進業務 

・帯広市健康生活支援審議会高齢者支援部会を開催し、高齢者福祉に関する施策を総合的に 

推進した。 

○認知症高齢者見守り事業 

・認知症サポーター養成講座 実施回数 ６２回  参加延人数      １，７４７人 

・出前講座         実施回数  ４回  参加延人数        １４５人 

・認知症家族の集い・茶話会 実施回数 １２回  参加延人数        １２６人 

○高齢者在宅生活支援（食の自立支援事業） 

・総配食数         １０４，０４２食  利用実人数        ７０５人 

 【保健福祉部 高齢者福祉課】 
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施策２-２-３ 障害者福祉の推進 

（１）障害者理解の促進 

○障害者理解促進 

・ノーマライゼーションエリア推進事業 

推進地区に指定している大正地区、大空・南の森地区、東部地区、西帯広地区において、

ノーマライゼーション理念の普及啓発をはじめ、ふれあい交流事業や研修事業等各種事業を

行った。 

・障害者意識啓発活動 

帯広駅内公共スペースの「福祉のひろば」と保健福祉センターを活用し、障害者が作成し

た作品等の展示・即売会や福祉機器の展示会を開催することにより、障害者の交流の機会を

拡大するとともに、障害者への理解を深めた。 

  ○障害者虐待防止事業 

   ・障害者虐待防止センター事業 

     虐待通報の受付窓口 

虐待通報・相談件数       １７件（うち虐待の認定件数 ２件） 

     虐待防止マニュアル・リーフレット作成配布 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（２）日常生活支援の充実 

○障害者自立支援給付 

・介護給付・訓練等給付             延利用者数    ２４，６０３人 

・計画相談支援     利用者数        ９６７人 

・障害者自立支援医療費 

自立支援医療（精神通院）受給者証交付状況 交付者数      ２，７８０人 

更生医療の給付    受給者数        ６０９人 

生活保護受給者の人工透析   実利用者数        ６０人 

・障害者補装具     交付・修理件数     ６８９件 

○重度心身障害者医療給付     

・対象者数                             ３，６２８人 

 ・助成件数                            ７１，８０１人 

○特別障害者手当等支給    受給者数        ２３１人 

○障害者福祉サービス 

・福祉団体バスの見直し 

  老朽化によるリフト付福祉バス（こまどり号）の廃止、民間バス会社一括委託方式への移   

 行              

福祉団体バス運行事業            福祉団体利用分           ４３件 

・精神障害回復者通所施設交通費助成  実利用者数       １２３人 

・心身障害者（児）通所施設等交通費助成  実利用者数       ５１７人 

・重度障害者等移動制約者タクシー料金助成  実利用者数     ２，４８８人 

・在宅重度身体障害者緊急通報システム  設置数          ３９台 

・重度心身障害者理美容サービス   延利用者数       １７６人 

・重度心身障害者クリーニングサービス  延利用者数        ６５人 
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○障害者日常生活用具給付                         ８９６件 

○障害者相談支援 

・基幹相談支援センター                          １ヵ所 

・相談支援事業所                              ５ヵ所 

・相談体制    総合相談員外   ９人  相談件数     １３，８４５件 

・帯広市地域自立支援協議会   開催回数         １２回 

  ○各種手帳の交付 

・身体障害者手帳交付状況    交付者数      ７，６４０人 

・療育手帳交付状況    交付者数      １，６７９人 

・精神障害者保健福祉手帳交付状況   交付者数      １，３１４人 

○障害者コミュニケーション支援 

・手話講習会         ３６回開催  延参加者数       ３６１人 

・手話ステップアップ講座   ４０回開催  延参加者数     １，０１０人 

・要約筆記講習会       １０回開催  延参加者数       １０９人 

・点字講習会          ７回開催  実参加者数        ２５人 

・手話通訳者派遣     派遣件数        ３０８件 

・要約筆記通訳者派遣    派遣件数         ５８件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（３）自立した地域生活への支援の充実 

○障害者社会参加促進 

・回復者クラブ活動事業補助                         ６件 

・かっぱ水泳教室 

帯広の森市民プール ５月１４日～７月３０日（毎週水曜日） 

１２回開催   延参加者数      １３８人 

   ・歩くスキー教室 

     帯広の森はぐくーむ ３月８日         参加者数        １４人 

   ・障害者職場体験実習 

     障害者の就労体験の場を確保するとともに、就労意欲の向上や一般企業への実習受入れを

促進するために、市内の就労移行支援事業所又は就労継続支援事業所（Ｂ型）を利用してい

る障害のある方が、市役所内各部署で職場体験実習を行った。 

                            参加者数   １８人（９事業所） 

                            受入部署数        ６課 

                            実習後就職者数      ２人 

○障害者地域生活支援事業 

・在宅身体障害者各種創作活動等の教室（４教室）  開催回数       １２４回 

延参加者数    １，６１９人 

・障害者生活支援センター事業（在宅障害者講座など）開催回数        １０回 

延参加者数      ２７３人 

○地域生活支援給付事業 

 ・移動支援、日中一時支援、訪問入浴サービスの提供により、障害のある人の地域における自

立した生活を支援した。 
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   移動支援                   利用者数       ４２３人 

   日中一時支援                 利用者数       ８２６人 

   訪問入浴サービス               利用者数        ８８人 

○地域活動支援センター                           ９ヵ所 

○地域移行支援事業 

・地域支え合い体制づくり拠点事業     サポーター登録者数      １１１人 

・中途視覚障害者リハビリテーション事業      延利用者数       ５９人 

・身体障害者送迎事業               延利用者数    ３，９１８人 

・福祉ホーム運営費補助                           １件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

施策２-２-４ 社会保障の推進 

（１）介護保険制度の健全な運営 

 

○被保険者数（平成２７年３月末現在） 

世 帯 数 被 保 険 者 数 

総世帯数 

(世帯) 

第 1号被保

険者世帯数 

(世帯) 

第 1号被保

険者世帯数

対前年比 

総世帯数に

占める第 1

号被保険世

帯数の割合 

総人口 

(人) 

第 1号被保

険者数 

(人) 

第 1号被保

険者数対前

年比 

総人口に占

める第 1号

被保険者数

の割合 

85,084 31,161 103.4% 36.6% 168,232 43,431 103.5% 25.8% 

 

○要介護認定状況（平成２７年３月末現在） 

区 分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第 1 号 

被保険者 

（人） 

1,280 1,363 2,091 1,287 864 825 746 8,456 

第 2 号 

被保険者 

（人） 

22 27 52 36 17 25 30 209 

総数（人） 1,302 1,390 2,143 1,323 881 850 776 8,665 

 

○サービスの利用状況（延人数）             

区 分 
居宅介護 

サービス 

地域密着 

型サービス 

施 設 介 護 サ ー ビ ス 
サービス 

受給者計 介護老人  

福祉施設 

介護老人  

保健施設 

介護療養型

医療施設 
小 計 

第 1 号 

被保険者 

（人） 

58,490 10,835 6,062 5,465 557 12,084 77,865 

第 2 号 

被保険者 

（人） 

1,465 65 60 150 0 210 1,735 

総数（人） 59,955 10,900 6,122 5,615 557 12,294 79,600 

※居宅介護サービスとその他のサービスをともに利用している方がいることから、それ

ぞれの計と合計は一致しない。 
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○介護保険料軽減の状況（帯広市独自軽減分） 

人数（人） 軽減額（円） 軽減前の額（円） 軽減後の額（円） 軽減率（％） 

336 4,165,390 12,335,270 8,169,880 33.77 

・世帯一人当りの収入が、老齢福祉年金相当額以下 

所得段階 基        準 
人数 

（人） 

保険料 

（円） 

軽減額 

（円） 

軽減後の額 

（円） 

第１段階 

生活保護受給者を除く老齢福祉年金

受給者のうち、世帯一人当りの収入

が老齢福祉年金相当額以下の場合 

6 29,340 14,670 14,670 

第２段階 

世帯一人当りの収入が老齢福祉年金

相当額以下の場合 

96 29,340 14,670 14,670 

第３段階

（特例） 
0 39,900 25,230 14,670 

第３段階 1 44,010 29,340 14,670 

第４段階

（特例） 
2 52,810 38,140 14,670 

第４段階 0 58,680 44,010 14,670 

・生活保護基準なみの世帯 

所得段階 基        準 
人数 

（人） 

保険料 

（円） 

軽減額 

（円） 

軽減後の額 

（円） 

第３段階 

（特例） 

単身世帯で前年収入１３０万円以下

の場合。ただし、世帯員が一人増え

るごとに６０万円を加算する。 

186 39,900 10,560 29,340 

第３段階 32 44,010 14,670 29,340 

第４段階 

（特例） 
13 52,810 23,470 29,340 

第４段階 0 58,680 29,340 29,340 

○第五期介護保険事業計画に基づく保険料改定 

・介護給付費準備基金の計画的な繰入及び国・北海道・帯広市が応分に拠出し北海道で積立て

ている財政安定化基金を取り崩すことにより、第五期（平成２４～２６年度）の保険料基準額

の抑制を図った。 

【保健福祉部 介護保険課】 
 
 
 
 

（２）生活保護制度の適正な運用 

○生活保護の現況 

保護区分 延人員（人） 保護区分 延人員（人） 

生活扶助 59,421 生業扶助 1,925 

住宅扶助 58,668 葬祭扶助 28 

教育扶助 5,356 就労自立給付金 6 

介護扶助 8,801 冬季薪炭費 30,624 

医療扶助 

出産扶助 

56,582 

1 

施設事務費 

 

420 

 

月平均世帯数 3,860世帯 

 月平均人員 5,312人  

月平均支出額 714,845千円 
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○早期把握・自立支援事業 

・生活保護受給者の自立支援の充実、強化に向け、様々なプログラム事業を実施した。 

体験的就労型社会参加プログラム 

 週１回程度の農作業体験を通して、社会参加意欲、就労意欲の向上を図った。 

  参加者数 ２６人 

屋内作業体験プログラム 

 週１回程度の就労体験を通して、社会参加意欲、就労意欲の向上及び就労に必要な技能

の習得を図った。 

  参加者数  ８人 

就労準備型社会参加プログラム 

 週１回程度の農作業・公園管理体験を通して、就労に対する不安感の払拭と自信の回復

を図った。 

  参加者数  ８人 

中学生学習支援プログラム 

 夏・冬休みの各１０日間と毎週火曜日に居場所を提供し、学習指導や野外活動を通して

社会性や自立心の向上を図った。 

  参加者数 １０人 

子ども健全育成プログラム 

 小学生を対象に、年間３０回土曜日に居場所を提供し、学習指導や交流活動を通して社

会性や自立心の向上を図った。 

  参加者数  ５人 

     若年者訪問支援プログラム 

      生活保護受給世帯の概ね１６歳～４０歳までのひきこもり等の若年者を訪問により支

援し、外出の援助等を行った。 

       支援者数  ８人 

○生活困窮者自立促進支援事業 

・生活困窮者自立支援法の成立に伴い、平成２７年４月から必須となる自立相談支援事業の円

滑な実施に向けてモデル事業を実施した。 

  平成２６年１０月、自立相談支援センターふらっと開設（社会福祉法人へ委託） 

  相談件数   ４１件 

（モデル事業期間 平成２６年１０月１日～平成２７年３月３１日） 

【保健福祉部 保護課】 

政策２-３ 子どもたちが健やかに育つまちづくり 

施策２-３-１ 子育て支援の充実 

（１）おやこの健康支援 

○妊婦・乳幼児健康診査 

・妊婦健康診査 

妊婦一般健康診査        延受診者数 １７，０７３人 

超音波検査           延受診者数  ８，１１６人 
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・乳幼児健康診査 

区    分 5か月児 10か月児 1歳 6か月児 3歳児 

受診者数（人） 1,325 1,224 1,362 1,356 

・歯科保健事業 

幼児歯科健診          延受診者数  ７，９２１人 

フッ素塗布           延受診者数  ６，８８３人 

○母子保健相談指導 

・両親教室・育児教室事業 

ほんわかファミリー教室     参加組数     ２５９組 

すくすく教室          参加組数     ２７４組 

・母子保健サービス提供事業 

母性相談室           利用者数   ２，１４１人 

母子訪問指導員による新生児、産婦訪問指導 

実施件数     ８５１件 

家庭訪問 

区  分 妊産婦 新生児 乳 児 幼 児 その他 

延訪問件数（件） 728 680 201 520 369 

特定不妊治療費助成       助成件数     １３７件 

栄養食品支給（牛乳、粉ミルク） 延支給者数    １９２人 

○心の発達支援事業 

・すこやか親子教室         延参加組数  １，７３９組 

○性の相談事業 

・性の電話相談           延相談件数    ５７５件 

○食育推進事業 

・親子料理教室           参加組数      １６組 

・パパの料理教室          参加組数       ９組 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

（２）保育サービスの充実 

○保育所整備 

・へき地保育所の外壁・屋根修繕を行った。        １ヵ所 

・０歳、１歳児が利用する乳児・ほふく室等の室温管理のためエアコンを設置 

  公立保育所    １０ヵ所   １９部屋 

  へき地保育所    ６ヵ所    ６部屋 

○公立保育所管理運営 

・各保育所の修繕を行った。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認可保育所 10 960 922 

○私立保育所（園）運営 

・保育士の処遇改善に対する補助を行った。 

・施設数及び入所児童数の状況 



 

15 

 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認可保育所 16 1,620 1,770 

○へき地保育所運営 

・各へき地保育所の修繕を行った。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

へき地保育所 7  375  230 

※へき地保育所のうち、上帯広保育所（定員３０人）については平成２６年度末で閉所。 

○児童保育センター整備 

・児童保育センターの移転改築工事を行った。   ３ヵ所 

・各児童保育センターの修繕を行った。 

○児童保育センター管理 

 ・児童保育センターの開所時間延長に取り組む事業者に対する補助を行った。 

・施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 月平均入所児童数（人） 

児童保育センター 26 1,364 

※分室は含まない。 

○待機児童対策 

・認可保育所待機児童を認可外保育施設で一時的に受入れし、児童の保育を行った。 

                    利用児童数       ４人 

○延長保育事業 

・緑ヶ丘保育所   外２５ヵ所     日平均利用児童数  ２４２人 

○乳児保育事業 

・帯広保育所    外２２ヵ所     月平均入所児童数  １８６人 

○病後児保育事業 

・ＣｈｉｐＳ、ひなたぼっこ       延利用児童数    １０６人 

○特別支援保育事業 

・障害児保育 緑ヶ丘保育所 外２５所  障害児童数      ７４人 

                    要支援児童数    １０６人 

                    合計        １８０人 

○休日・一時保育事業 

・休日保育（すずらん保育所）      延利用児童数    ８９３人 

・一時保育（こでまり保育園、すずらん保育所、豊成保育所） 

延利用児童数  ８，９７３人 

 

○子育て短期支援事業 

・子育て短期支援事業の実施（十勝学園） 

延利用児童数    ７７人 

○子育て支援 

・保育士等資質向上事業 

保育士研修会（保護者向け講演会を含む） ５回  延参加人数  １，４１９人 

保育士向けゼミ              ３回  延参加人数     ７８人 
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保育実践交流会                        ２回  延参加人数     ５５人 

○食育推進事業（保育所） 

・行事食等の提供を行った。 

年７回     こどもの日、ひな祭り、クリスマス、ふるさと給食（４回） 

・保護者に幼児期の食生活の重要性を理解してもらうため、食育講座を実施した。 

実施保育所(園)       １０保育所（園）  延参加人数    １６８人 

・地元産食材を使用した親子料理教室を開催した。 

開催回数           ２回       延参加組数   親子１３組 

【こども未来部 こども課】 

 

（３）幼稚園教育の促進 

○幼稚園振興 

・幼稚園・保育所連携促進事業 

幼稚園・保育所合同研修会        １回            ７４人 

幼保小中実践交流会           １回            ５１人 

  幼・保・小・中連携推進委員会の実施 

エリア会議                            ６３回 

講演会・イベント・交流など                    ４８回 

   （エリアファミリー構想１４エリアごとの活動の合計） 

・幼稚園教育環境整備支援事業 

  幼稚園の特色ある教育活動及び預かり保育に要する経費の一部を補助し、幼稚園教育の環

境整備の充実に努めた。 

   対象園数                                  １４園 

  特別支援教育に要する経費の一部を補助し、障害児の就園促進を図った。 

   対象園数                                   ７園 

幼稚園教員の資質向上のため、教員研修費を補助し、幼稚園教員の研修機会の充実に努め

た。 

対象園数                                  １４園 

○幼稚園就園奨励 

・父母の経済的負担を軽減し、幼児の就園促進を図るため、就園奨励費及び教材費を補助し、

幼稚園教育の充実に努めた。また就園奨励費については、国の制度見直しに伴い、補助額の拡

充を行った。 

就園奨励費支給者数                           １，８２６人 

・東日本大震災の発生を受け、被災した幼児の私立幼稚園への就園を奨励した。 

  対象園児                                    １人 

【こども未来部 こども課】 

（４）地域での子育て支援の充実 

○子ども・子育て支援事業計画策定 

 ・帯広市子ども・子育て会議を１０回開催し、平成２７年２月に「帯広市子ども・子育て支援

事業計画」を策定した。 

○地域交流推進事業 

・親子で保育参加事業      １３回    ３４組    ５８人 
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・保育と給食体験事業      ２５回    ２７組    ５６人 

○子育て支援（のびのび子育て応援事業） 

・あそびの広場事業      ２０２回 １，２２３組 ２，６８２人（公立９所分） 

・こんにちは赤ちゃん訪問   ５６８回 

・サンデーファミリー事業    １２回   ３０５組   ６８５人 

【こども未来部 こども課】 

 

○子育て支援総合センター 

・子育て支援総合センター設置          箇所数        １ヵ所 

・ファミリーサポートセンター事業 

  安心して子育てできる環境を整えるため、市民相互による子育て支援の仕組みであるファ

ミリーサポートセンター事業の会員を増やす取組みを引き続き行った。 

  会員数          ３０８人     援助活動件数    １８５件 

・絵本との出会い事業 

生後５か月児の乳児を持つ家庭に絵本を配布  配布児童数   １，３２５人 

○子育て支援センター 

・地域子育て支援センター設置          箇所数        ６ヵ所 

○子育て応援事業所促進 

・子育て応援事業所登録制度           登録事業所数  ２２３事業所 

○家庭教育学級 

・家庭教育学級         １１学級    学級生数      １５５人 

○子ども発達支援 

・幼児ことばの教室               実通室児数     １１６人 

・発達支援センター               実通園児数     ２８４人 

・肢体不自由機能訓練事業            参加組数     親子１６組 

・中等度難聴児への補聴器購入費の助成      助成件数        １件 

・こども発達相談室 

  発達相談                  相談件数      ２７０件 

  ２歳・３歳児相談の実施           相談件数      １９３件 

  帯広市地域自立支援協議会こども生活支援会議 開催回数        ３回 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

（５）子育て家庭への支援 

○児童手当 

・受給対象世帯数（２月定時払）               １１，６１９世帯 

○児童扶養手当 

・受給対象者数              ２，６６０人（うち父子家庭１５８人） 

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業 

 ・消費税率引き上げに伴い、子育て世帯への影響緩和と子育て世帯の消費の下支えを図ること

を目的とし「子育て世帯臨時特例給付金」を、児童１人につき１万円給付した。 

                       支給対象児童数  １６，９９４人 
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○乳幼児等医療費給付 

・０歳児から小学校修了前までの乳幼児等の医療費負担を軽減するため、自己負担分の全部又

は一部を助成した。 

対象者数                    １４，０８２人（年度平均） 

助成件数                        １６７，９３１件 

○ひとり親家庭等医療費給付 

・対象者数                           ５，６１０人 

・助成件数                          ６３，５３９件 

○助産施設入所措置援護 

・児童福祉法による助産施設において助産を行った。 

帯広協会病院、帯広厚生病院            措置件数    ３５件 

○母子家庭等日常生活支援事業 

・母子・父子家庭へ家庭生活支援員の派遣を行った。 

生活支援   １人    延日数  １４日    延時間数   ５７時間 

子育て支援  ５人    延日数  ３３日    延時間数  １６９時間 

○母子家庭等自立支援教育訓練給付 

・ひとり親家庭の親に、就職用教育訓練講座受講費用の一部を助成した。 

ホームヘルパー講座等  ３人 

○母子家庭等高等職業訓練促進給付 

・資格取得を促進するため、養成機関に修業するひとり親家庭の親に訓練促進費を支給し、修

了後には修了一時金を支給した。 

支給者        １９人     修了一時金支給者    １０人 

○母子家庭等就業・自立支援事業 

・ひとり親家庭に対する各種の相談活動を行った。 

母子自立支援員     １人配置   相談件数  ３５９件 

・母子家庭等就業・自立支援センター 

北海道と共同でひとり親家庭の親の自立を支援するため就業相談を実施した。 

相談件数     ４０４件（うち帯広市分２５９件） 

  ○未熟児養育医療給付 

   ・医師が入院養育を必要と認めた未熟児について、指定養育医療機関にて必要な医療の給付を

行った。 

     給付実人数      ２９人 

【こども未来部 こども課】 

 

○介護給付・地域生活支援事業 

・ホームヘルプ         受給児童数         ３２人 

・ショートステイ        受給児童数         ４９人 

・児童通所支援         受給児童数        ５９５人 

・計画相談支援         受給児童数         ７９人 

・移動支援           受給児童数         ９３人 

・日中一時支援         受給児童数        ３４０人 

・訪問入浴           受給児童数          ５人 
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○特別障害者手当等支給（児童） 

・特別児童扶養手当       受給資格者数       ５１０人 

○子育て支援（児童虐待予防・防止対策推進事業） 

・家庭児童相談室        相談件数         ５９６件 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

施策２-３-２ 青少年の健全育成 

（１）青少年を育む環境の整備 

○青少年健全育成 

・子ども１１０番の家      設置件数       １，１７７件 

○子どもの居場所づくり事業 

・放課後子ども広場 

小学校を核として、学校や児童保育センターと連携しながら、放課後や週休日などに、児

童が異学年の児童や地域住民と交流する機会と場所を設け、地域の大人、ＮＰＯ法人等がボ

ランティアとして特別教室等を活用して、児童へ多様な体験活動を提供する居場所づくりを

行った。 

放課後子ども広場      ２６校  延参加児童数  ２２，４０５人 

○青少年センター事業 

・指導員及び指導協力員等による街頭指導を実施し、平成２６年度から青少年の深夜徘徊等の

不良行為を指導するため、午後１１時からの特別深夜巡回を導入した。その他、相談員による

青少年の悩み相談等を実施し、非行防止及び社会環境改善に努め、青少年の健全育成の助長を

図った。 

街頭指導・声かけ総数    ４５８回             ６７４人 

相談指導          １４２回              ５１人 

立入調査          １６０事業所 

・くしろ若者サポートステーション帯広サテライト 

  若年無業者に対し、就労相談や各種支援プログラムを実施しながら就労支援を図る地域若

者サポートステーションの取り組みを支援した。 

【こども未来部 青少年課】 

 

（２）体験活動の促進 

○体験活動促進 

・地域子ども会リーダー宿泊研修会         参加者数    ２８４人 

・ジュニアリーダー養成講座「あすかの会」     会員数      ４０人 

・ジュニアリーダー「あるふあの会」        会員数      １３人 

・ジュニアリーダーコース             参加者数      ２人 

・北海道地域子ども会リーダー研修会        参加者数      ６人 

・子ども王国(プラザまつり)            参加者数    ８００人 

・十勝こども雪合戦                参加者数    ２６９人 

・中学生からのメッセージ     １４校     参加者数     １４人 

・成人の集い                   参加者数  １，１２９人 

・おびひろキッズタウン              参加者数    ３４５人 
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・若者向けまちづくり活動などの情報収集、提供 

【こども未来部 青少年課】 

 

（３）体験活動施設の整備・利活用 

○児童会館施設整備 

・プロポーザルにより、選定された事業者が製作した科学展示品を借受け、平成２６年１１月

に科学展示室をリニューアルオープンした。 

○児童会館等の利活用 

・子供たちの科学する心や創造性・社会性を育むため、日帰り・宿泊学習のほか科学クラブや

文化クラブなどの事業を行うとともに、野草園・岩内自然の村の管理を行った。 

施設の利用状況 

施 設 名 利用者数（人） 

児童会館 145,678 

野草園 14,050 

岩内自然の村 13,137 

○実験実習・児童文化行事 

・科学関連事業 

科学展示室入場者                    ３０，２１８人 

プラネタリウム入場者                  １２，４８４人 

星の観察会                   １１回    ７１１人 

自然体験クラブ                  ６回    １４６人 

親子科学実験教室                 ８回    ２８８人 

少年少女発明クラブ               １９回    ２３２人 

親子おもしろ教室                １０回    ５００人 

中学生科学研究発表会            １１月８日     ４７人 

理科クラブ                   １０回    １６８人 

科学相談                             ３人 

・文化関連事業 

宿泊学習・日帰り理科学習            ７９校  ３，０８６人 

宿泊学習 特別授業                ９校    ３４８人 

宿泊研修                   １４団体    ５９４人 

子どもウィーク・わくわくこどもまつり  ５月３日～５日  ３，１２１人 

冬まつり（氷まつり協賛行事）         ２月８日  ２，２１２人 

人形劇公演                   １１回    ８７３人 

親子エンジョイ将棋               １０回    １３４人 

親子囲碁入門教室                １２回    １３９人 

もっくん教室                   ８回    ２８５人 

星空のコンサート                 ３回    １５０人 

全十勝小中学生将棋大会           ３月２２日     ７４人 

帯広児童劇団公演             １１月２４日    ９０９人 

・国際協力事業  

ＪＩＣＡ理科実験教育研修コースの実施  １０月～１２月    １７５人 
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・わくわく教室                 ８月１０日  １，２４１人 

１月１１日  １，０４４人 

３月２５日～２７日    ５１８人 

・出前講座     小学校     ８校    １７クラス    ５４５人 

放課後・学童保育        ３ヵ所    １２５人 

保育所            １５ヵ所  １，２５７人 

○開館５０周年記念事業 

 ・科学パネル展 「地球から宇宙へ」    ６月３日～２９日    ８９１人 

 ・開館５０周年思い出パネル展    ９月２３日～１０月９日    ２７３人 

 ・科学展示室リニューアル      １１月１日～１１月３日  １，７１０人 

 ・サイエンスショー「石っておもしろい！」    １１月１日     ９６人 

 ・わくわく教室特別版           １１月２日・３日    ７０７人 

 ・オーロラ上映講演会         １１月２９日・３０日    １５１人 

 ・開館５０周年記念誌「５０年のあゆみ」発行            ２５０部 

○社会教育施設連携アクションプログラム 

（実施事業については、６-２-１-(１)学習活動の支援に記載） 

○野草園管理運営 

・野草園開園の集い               ４月２９日    ７０２人 

・野草園散策会（春・秋）               ２回    ２０７人 

・「野草園の花」作品展          ７月１４日～１８日    ９６９人 

○農業体験実習館管理運営 

・岩内自然の村関連事業 

「キッズふれあい縁日」岩内自然の村で「氷と塩を使ったアイスクリーム作り」      

８月６日     ５９人 

【こども未来部 児童会館】 

政策６-２ ともに学び地域のきずなを育むまちづくり 

施策６-２-１ 学習活動の推進 

（１）学習活動の支援 

○学習成果発表、学習機会の提供 

・関係機関、団体と連携を図り、学習成果発表の場や学習機会を提供するなど、市民の主体的

な活動の促進やその醸成に努めた。 

○社会教育施設連携アクションプログラム 

・「おびひろからわかる？！地球のようす展」 

こども向け講演会「ものがたりの昆虫」                ４５人 

「皇帝ペンギン」上映会                       ７５人 

スペシャルおはなし会（環境編）                    ４６人 

企画展「え？カラスはお嫌いですか？」 

ミクロの世界を探検！                       ２４９人 

第５５回科学技術映像祭 入選作品の放映               ８３人 

・夕涼み生涯学習事業 

「立川談志古典落語特選」上映会                    ４５人 
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星空のコンサート                         １５０人 

よるの動物園                         ６，３１６人 

・未来に伝えるあそび体験 

  企画展「十勝・帯広に映画館がたくさんあった頃」        ３，６０３人 

おはなし会とむかし遊び体験                    １１９人 

昭和の遊び道具たち展                     １，２１４人 

動物園いきものジャンボカルタとり                  ２０人 

作って飛ばそう！ふわふわヒコーキ＆ふわふわ工作          １２６人 

動物園で凧づくり                          ２７人 

・アイヌ民族・文化 

アイヌ語で自然かんさつ                       １９人 

・その他 

調べてみよう！動物のこと                      ２１人 

食べる・たいせつフェスティバル（展示） 

   ・よりどりみどりがおかフェスタ！ 

スタンプラリー                          ３５１人 

リッキーの乗馬に乗ってみよう！                  ２８５人 

夏休みわくわく教室                      １，２４１人 

まが玉作り・映画看板を描こう                   １７６人 

おりがみし～ましょ♪・ハッピーおはなし会・ナウマン号ｉｎみどりがおか 

                    ４２８人 

動物園ガイドツアー・動物お面をつくろう！・ＺｏｏＦｕｌイベント  １８１人 

その他（みどりと花のセンター・美術館協力）        ３行事  ６５人 

・広報の共同化の推進 

４館連携パンフレットの作成・配布「散策マップ」        ４，０００部 

【こども未来部 児童会館，生涯学習部 百年記念館・図書館・動物園】 

 

政策７-１ 互いに尊重し思いやりのあるまちづくり 

施策７-１-４ アイヌの人たちの誇りの尊重 

（１）アイヌ民族の歴史・文化に関する理解の促進 

○アイヌ民族理解促進 

・アイヌ生活文化展の開催などにより、アイヌ民族の歴史・文化に関する理解を促進するとと

もに、アイヌ施策推進計画に基づき、アイヌの人たちの施策を総合的に推進した。 

・アイヌ生活文化展開催状況 

民具・手工芸品・パネルの展示、アイヌ文化体験コーナー、啓発資料の配布 

８月８日～８月１０日   とかちプラザ 

１０月５日   生活館 

１２月９日～１２月１９日   帯広小学校 

１月１４日～２月１３日   とかち帯広空港 

【保健福祉部 社会課】 
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（２）生活・教育環境の向上 

○アイヌ福祉推進 

・生活相談や指導により、アイヌの人たちの生活の向上を図った。 

相談件数  ４８４件 

相談内容  生活（２２１件） 健康（１２１件） 教育（９件） その他（１３３件） 

・帯広アイヌ協会の活動を支援し、アイヌの人たちの自主的な活動を促進した。 

○生活館管理運営 

・アイヌの人たちの活動拠点である生活館の管理運営を通して、生活・文化の向上を図った。 

生活館利用状況 

延利用件数   １，１３８件（うちアイヌ延利用件数 ２２８件） 

延利用者数  ２０，１０２人（うちアイヌ延利用者数 ４，０５０人） 

主な利用内容  エテケカンパの会、アイヌ刺繍教室、帯広カムイトウウポポ保存会等 

【保健福祉部 社会課】 

 

 

 


